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本邦におけるマダニ類人体寄生例の概観 －文献的考察－
（８）1941年〜2005年のマダニ刺症例全貌

沖野 哲也１），後川 潤１），的場 久美子１），初鹿 了２）

1）川崎医科大学微生物学教室，〒701-0192　倉敷市松島577，2）同　名誉教授

抄録　1941〜2005年に本邦で発生したマダニ類の人体寄生症例の報文を通覧して疫学的に検討し
た．症例数は1,223例（男性517，女性583，性別不明123）である．患者の都道府県別発生数では，
長野が360例（30.2％）で最も多かった．患者は年間を通して各月に発生しており，発生率は６月
の29.6％をピークに，94.2％の患者が４〜９月に集中していた．患者の年齢は，１〜92歳で，60
歳代の女性が10.3％で最も多かった．虫体の寄生部位は，眼瞼が9.4％で最も多く，次いで腹部が
8.2％，頸部が7.9％の順で，体幹部の寄生が45.7％（492例）を占めていた．患者がマダニの寄生
を受けた場所は，大多数が山岳地帯であった．本稿では，９歳以下の小児マダニ刺症189例（男児
90，女児98，性別不明１）およびマダニ10個体以上の人体咬着例18例（男性８，女性10）につい
ても言及した．

（平成24年２月25日受理）

キーワード：マダニ刺症，2005年までの症例，小児寄生例，多数寄生例，
　　　　　　マダニ目，文献的考察

緒　言
　マダニ類（ticks）は，節足動物のクモ綱
（Arachnida）・ダニ目（Acarina）に属する吸血
性の大型ダニで，通常は哺乳類・鳥類・爬虫類
など野生の脊椎動物の体表に咬着寄生して吸血
するが，稀にヒト皮膚にも咬着する１）．本邦で
は，ヒトが野山に出掛ける機会が多い４～10月
にかけてマダニ咬着の被害が発生し，本邦に生
息するマダニ類のうち，ヒト寄生が疑わしい種
を除く15種が確実にヒトに寄生することが知ら
れている２）．マダニの種類によっては，従来か
ら知られている野兎病（Tularemia）に加えて，
最近ではライム病（Lyme disease）３），日本紅斑
熱（Japanese spotted fever）４）およびバベシア症
（Babesiosis）５）などの病原体を媒介することが

判明しているので，医学的にも注意が必要であ
る．
　著者らは，2005年までに本邦で報告されたマ
ダニ類の人体寄生例の報文を通覧して症例の疫
学的事項について検討している．これまでにマ
ダニの種類別寄生症例として，ヤマトマダニ
256例６，７），タカサゴキララマダニ108例８），フ
タトゲチマダニ101例とキチマダニ57例９），シュ
ルツェマダニ248例10），タネガタマダニ88例と
ヒトツトゲマダニ32例11），カモシカマダニ12例
とアカコッコマダニ８例12），ヒト寄生が稀なマ
ダニ類（６属12種）23例13）および属種が未同
定のマダニ290例14）について報告した．本稿で
は，1941（第１例）～2005年の間に本邦で報告
されたマダニ人体寄生症例６－14）の総括として，

別刷請求先
沖野哲也
〒701-0192　倉敷市松島577
川崎医科大学微生物学教室

電話：086（462）1111
ファックス：086（462）1199
Ｅメール：okino@med.kawasaki-m.ac.jp



144 川　崎　医　学　会　誌

患者の地理的分布・季節的発生状況および虫体
の寄生部位などの疫学的事項に関する全貌を示
し，併せて９歳以下の小児マダニ刺症例および
虫体多数寄生症例に関しても若干の考察を加え
て報告する．

症例報文の検索基準
　前報６－14）と同様に，マダニ類の人体寄生例
の報文は，主として医学中央雑誌で検索した．
一部の症例は報文中に引用された症例を参考と
した．その際には症例の記述内容を原著で確か
めたのち採用した．各症例に該当する報文の選
択に当たっては，学会等での講演抄録だけの場
合は抄録掲載誌としたが，口頭発表後に学会誌
その他に発表された場合は，その論文発表誌を
当該症例の文献とした．また，明らかに同一患
者と思われる症例が，共同研究者や他者によっ
て口頭または学会誌に掲載されている場合は，
その患者に関わる最初の報文をその症例の文献
とした．

症例のまとめおよび考察
　本邦におけるマダニ類の人体寄生症例に関す
る最初の報文は，谷口（1941）15）による犬ダニ
咬着の症例（患者の詳細不明）である．その後，
2005年までに報告された人体寄生症例は1,223
例（男性517，女性583，性別不明123）６－14）で
ある．ただし，前報で述べたように，ライム病
や日本紅斑熱に関する報文を丹念に検索すれ
ば，症例数は更に増えるものと思われる．以下
に，1,223例に関して疫学的に検討した結果に
ついて述べる．

地理的発生状況
　1,223症例のうち，都道府県名の記載がない
32例を除く1,191例における患者の発生地を図
１に要約した．患者の発生地は，本邦の広い範
囲に見られ，47都道府県の全てに分布してい
る．地域別の患者の発生地は，中部地方が503
例（42.2％）で最も多く，次いで関東地方が
147例（12.3％），以下，北海道が117例（9.8％），

図１　Geographical distribution of human ixodiasis reported in Japan.
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九州地方が109例（9.2％），中国地方が106例
（8.9％），東北地方が90例（7.6％），近畿地方
が74例（6.2％），四国地方が37例（3.1％），南
西諸島が８例（0.7％）の順である．また，都
道府県別の患者発生数は，長野が360例（30.2％）
で最も多く，次いで北海道が117例（9.8％），
以下，東京が53例（4.5％）であった．長野と
北海道で477例（40.1％）と症例数が格別に多い．
両地域は，ライム病を媒介するシュルツェマダ
ニの生息密度が高く２，10），ライム病の多発地で
あるため16），マダニ刺症に対する関心が高い．
両地域では，シュルツェマダニおよび属種未同
定マダニの寄生患者がそれぞれ253例（21.2％）
および90例（7.6％）に達し，ライム病に関す
る研究の進展と並行して症例数が増加したもの

と思われる． 

年次別症例数
　1,223症例のうち，マダニ咬着年が不明の228
症例を除いた995症例の年次別症例数を図２に
示した．1940年代が１例（0.4％），1950年代
が４例（0.4％），1960年代が９例（0.9％），
1970年代が112例（11.3％），1980年代が218例
（21.9％），1990年代が586例（58.9％），2000～
2005年（６年間）が65例（6.5％）で，1990年代
が最も多かった．本邦におけるマダニ人体寄生
例は1970年以降に急増しており，山口（1989）２）

の意見と一致している．また，この症例の増加
は，ライム病の研究が1980年代の後半から1990
年代にかけて進展した時期とも符合している．

図２　Number of reported cases of hard tick infestation every year.

図３　Number of reported cases of hard tick infestation every month.
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季節別発生数
　1,223症例のうち，マダニ咬着月が不明の248
症例を除いた975症例における季節別発生数を
図３に示した．患者は年間を通して発生して
おり，６月をピークに４～９月にかけて918例
（94.2％）が発生していた．山口（1989）２）は，
冬期や早春でも南西諸島のような南方において
はマダニ刺症が発生すると述べている．今回の
報告についても，11月～２月までの時期に発生
した21症例について，17例（81.0％）が関東以
西の比較的温暖な地域（沖縄２例，鹿児島1例，
佐賀1例，福岡５例，高知１例，岡山３例，山
梨１例，神奈川１例，埼玉２例）で発生してい
る。また山口（1989）２）は，本州では４～10月
に集中すると述べており，季節別発生数は，山
口の主張する傾向と一致する結果であった．

年齢と性別分布
　1,223症例における患者の年齢は１～92歳で，
年齢不明の143症例を除いた1,080症例（男性
503，女性576，性別不明１）における患者の年
齢と性別の分布を図４に示した．９歳以下の小
児が189例（17.5％）で最も多く，次いで60歳
代が180例（16.7％）であった． 
　また，患者の年齢と性別の組み合わせでは，
60歳代の女性が111例（10.3％）で最も多く，
次いで，50歳代の女性が99例（9.2％）であっ

た．このように，マダニ寄生の患者は，1,080
例中481例（44.5％）が９歳以下の小児と50歳
～70歳代の女性である．山口（1989）２）は，０
～９歳の小児にマダニ刺症が増えており，どの
年齢層でも男性が女性よりも多いが，70歳以上
では女性の方が多いと述べている．今回の報告
について，９歳以下の小児寄生例が多いことと，
症例数が年齢に比例して増加の傾向にあること
は，山口（1989）２）の意見と符合している．し
かし，20歳～40歳代を除いて全ての年代で女性
の症例数が男性よりも多くなっており，全体で
も女性の占める割合が多くなっているのが今回
の報告の特徴である．

虫体の寄生部位
　1,223症例のうち，寄生部位の記載がない147
症例を除いた1,076症例における虫体の寄生部
位を図５に示した．図中の症例数には，虫体の
同時２カ所寄生の症例が36例および同時３カ所
寄生の症例が２例含まれている．図５に示すよ
うに，体幹が492例（45.7％）で最も多く，次
いで頭・頸部が402例（37.4％），四肢が218例
（20.3％），全身が４例（0.4％）の順であった．
これらの寄生部位をさらに細別すると，眼瞼が
101例（9.4％）で最も多く，次いで腹部が88例
（8.2％）の順で，肛門周囲や生殖器とその周辺
部などの湿部への寄生が75例（7.0％）であった．

図４　Age and sex distribution of 1080 cases reported to have been infested with hard tick.
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図５　Hard tick infestation sites in 1076 reported cases, including 36 cases of infestation at 2 sites and 2 cases of 
infestation at 3 sites.

マダニ咬症の受傷場所
　前報６－14）でも述べたように，マダニ類が患
者に咬着した場所について記載している報文は
極めて少ない．1,223症例のうち，咬着場所に
ついて記載している426症例では，登山・高原
などが237例（55.6％）で最も多く，次いで畑
作業などが101例（23.7％），以下，山菜採りな
どが40例（9.4％），自宅庭などが33例（7.8％），
旅行中などが11例（2.6％），魚釣りなどが４例
（0.9％）であった．このように，マダニが咬
着した場所は，登山・高原・山菜採りで入山な
どの山岳地帯が277例（65.0％）と圧倒的に多
かった．

治療
　マダニ寄生症例では，患者の治療について言
及している報文は極めて少ない．一般には虫体
除去後，咬着部位にリンデロン軟膏の塗布など
の皮膚科的処置が施されている．マダニが媒介
するライム病や日本紅斑熱の発症が危惧される
症例では，咬着虫体を周囲の皮膚を含めて切除
して，患者にはテトラサイクリン系抗生剤の投
与が推奨されている35）．

小児刺症例
　2005年までに報告された９歳以下の小児マダ
ニ刺症例は189例の内訳は，１～４歳児が106例
（56.1％：男児49，女児56，性別不明１），５
～９歳児が83例（43.9％：男児41，女児42）で
４歳以下がやや多い．これらのうち，マダニ咬
着年が不明の17例および性別不明の１例を除い
た171例の年次別症例数を図６に示した．小児
のマダニ刺症例は1985年から急増しており，
1985～1996年の間に129例（75.4％）が発生し
ている．それらの内訳は，１～４歳児が66例（男
児32，女児34），５～９歳児が67例（男児33，
女児34）で，症例数はほぼ同じである．山口
（1989）２）は，０～９歳のマダニ刺症例が1984
年以降に増加の傾向にあると述べており，今回
の報告の概要はその意見とほぼ一致する．

虫体多数寄生例
　1,223症例において，患者に２個体以上の虫
体が寄生した症例は37例あり，その内訳は２個
体が13例６，８－11，14），３個体が３例９，10），４個体
が１例14），８個体が２例９）である．10個体以上
のマダニ虫体多数寄生症例について，石田ら
（2004）17）が11例を総括している．今回報告の
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10個体以上のマダニ寄生症例は18例（男性８，
女性10）17，18－34）で，その詳細を表１に示した．
マダニの寄生数は幼虫229個体以上17）が最高で
あった．寄生虫体の発育期別では，幼虫寄生が
13例17－19，22－24，26，27，29，31－34）で最も多く，次いで若
虫寄生が３例20，21，28），幼虫・若虫同時寄生およ
び成虫寄生が各１例30，25）であった．マダニの種
類別では，タカサゴキララマダニ（Amblyomma 

図６　Number of reported cases of children (under the age of 9) with hard tick infestation every year.

Case
No.

Examined
Date

Patients
Number of Infested 　Tick Species 　Authors (year)

Age Sex  Prefecture
1 1978. 7 53 M Kumamoto 10 or more larvae A. testudinarium Fujiwara et al (1979) 18)

2    ?   . ? 37 M Yamaguchi large nos. of larvae Unknown Nishioka et al (1984) 19)

3 1986. 9 71 F Gifu 10 nymphs H. longicornis Fujihiro et al (1987) 20)

4 1990. 7 79 F Gifu large nos. of nymphs H. flava Fujihiro et al (1991) 21)

5 1994. 5 68 F Hyogo 39 larvae I. ovatus Ohara et al (1996) 22)

6 1998. 6 66 M Kyoto 10 or more larvae A. testudinarium Yano et al (1998) 23)

7    ?   . ? 74 F Wakayama 28 larvae A. testudinarium Tamaki et al (1999) 24)

8 1999. 5 79 F Shizuoka 14 adults H. flava Yamamoto et al (2000) 25)

9 1999. 6 66 M Fukui 10 or more larvae A. testudinarium Wada et al (2000) 26)

10 2000. 4 57 M Kumamoto about 130 larvae A. testudinarium Nakamura et al (2000) 27)

11 2000. 6 76 M Saga large nos. of nymphs H. longicornis Shinogi et al (2001) 28)

12 2001. 4 76 M Miyazaki about 100 larvae A. testudinarium Maeda et al (2002) 29)

13 2002. 6 75 F Kyoto large nos. of larvae and nymphs A. testudinarium Saito et al (2003) 30)

14    ?   . ? 62 F Shizuoka 25 larvae A. testudinarium Koide et al (2003) 31)

15 2003. 5 51 F Wakayama large nos. of larvae A. testudinarium Ota (2004) 32)

16    ?   . ? 54 F Shizuoka 26 larvae A. testudinarium Kawamura et al (2004) 33)

17 2003. 5 88 F Fukui 299 or more larvae A. testudinarium Ishida et al (2004) 17)

18 2005. 5 69 M Gifu large nos. of larvae A. testudinarium Kato et al (2005) 34)

M = male,  F = female
A = Amblyomma,  H = Haemaphysalis,  I = Ixodes

表１　Reported cases of human hard tick infestation in Japan that involved 10 or  more hard ticks.

testudinarium）が12例17，18，23，24，26，27，29－34）で最も多
く，次いでフタトゲチマダニ（Haemaphysalis 
longicornis）とキチマダニ（H. flava）が各２例20，28，

21，25），ヤマトマダニ（Ixodes ovatus）と属種不
明が各１例22，19）の順である．このように多数寄
生例では，幼虫期の虫体で多くみられ，特にタ
カサゴキララマダニの幼虫寄生が多いことが注
目される．
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　なお，本稿の一部は第65回日本衛生動物学会
西日本支部大会（2010年11月５日，倉敷）にお
いて発表した．
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(Acarina: Ixodidae) Bites in Japan

(8) Whole Aspect of Tick Bite Cases :1941 to 2005

Tetsuya OKINO１）,  Hiroshi USHIROGAWA１）,  Kumiko MATOBA１）

Ryo HATSUSHIKA２）

1) Department of Microbiology, Kawasaki Medical School, 577 Matsushima, Kurashiki, 701-0192, Japan
2) Professor Emeritus

ABSTRACT  This paper reviews the literature on human hard tick infestation that occurred 
in Japan between 1941 and 2005. A total of 1223 cases (517 males, 583 females, and 123 
unknown) were reported in the literature. Cases were distributed widely throughout Japan, 
with the highest incidence in Nagano Prefecture (30.2%) in central Japan. Tick infestation in 
the reported cases occurred most frequently between April and September (94.2%), with the 
highest incidence in June (29.6%). The age range of patients was 1 - 92 years, with the highest 
incidence in children under 9 years of age (17.5%). The most common infestation sites were 
the trunk (45.7%), the head and neck regions (37.4%), particularly the eyelid (9.4%), and the 
abdomen (8.1%). In majority of the cases, tick bites were acquired in mountainous areas. In the 
present report, 189 cases (90 boys, 98 girls, and 1 unknown) of infestation in children (under 
the age of 9) and 18 cases (8 males, 10 females) of multi-infestation (involving 10 or more hard 
ticks) are discussed in detail.
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